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吉田・小池（2000）によると、成虫の調査は 1996年 5月から 1998年 11月までの期間、週 1～2回
のペースで採集を行い、村内全体で 10科 52種が確認された。以下は調査結果の概略である。
a 不二山内水田（標高 240m、面積 12,500m?）：現在造成中のぐんま昆虫の森内の不二山北東部
に位置する谷戸の水田。成虫 8科 31種。
b 不二山沼（標高 230m、面積 2,000m?）：不二山の西側に位置する雑木林に囲まれた木陰の多い
溜池。成虫 9科 24種。
c 不二山沼入り口水田（標高 230m、面積 4,680m?）：不二山地域南西部の不二山沼へ続く道沿い
にある谷戸の水田。成虫 5科 18種。
d つつみ池（標高 210m、面積 4,150m?）：不二山地域の南東に位置する開放的な広い水面を持っ
た溜池。成虫 7科 15種。
e 鶴ヶ谷沼（標高 210m、面積 2,960m?）：不二山地区の南西に位置する調整池。成虫 7科 16種。
f 早川上流奥沢上沼（標高 350m、面積 810m?）：奥沢地区早川上流にある 3つの溜池のうち最も
上流に位置する溜池。成虫 9科 25種。
g 早川上流奥沢中・下沼（標高 320m、面積 5,250m?）：奥沢地区早川上流にある 3つの溜池のう
ち、中・下流に位置する隣接した 2つの溜池。成虫 10科 32種。
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h 奥沢休耕田（標高 300m、面積 37,500m?）：早川上流奥沢下沼より南に約 300m離れた休耕田。
成虫 5科 7種。
i 鍋沢沼（標高 430m、面積 1,100m?）：赤城山地区にあり、鏑木川上流にある溜池。成虫 5科 7
種。
j 板橋国道 353号沿い北側溜池（標高 420m、面積 2,500m?）：板橋地区に位置する国道 353号沿
いの北側にある溜池。成虫 6科 9種。
k 大猿川上流水溜り（標高 900m、面積 600m?）：北部の、粕川村との境界にある大猿川上流の川
沿いにできた小さな沼地。成虫 7科 25種。
l 大猿川上流河畔（標高 680m、面積 1200m?）：大猿川沿いの開けた草地の環境。乾燥した草地
で、イネ科の多年生草本が多く生えている。成虫 3科 9種。
m 大猿川上流砂防ダム（標高 650m、面積 800m?）：大猿川の流れを堰き止めて造られた砂防ダ
ム。成虫 4科 7種。
n 善昌寺境内の池（標高 210m、面積 550m?）：昆虫生息自然観察地から南西約 400m離れた位置
にある善昌寺境内の池。成虫 5科 11種。










































































































































































































































2001年 9  6 5 7 1 7  6  1  10 3 6 4 7 5 1  1 3  82  17
水 田 1 2002年 2 4 10 6 1 7  1  1  7 3 1 1 5 3 1  52  14
 
2001年 2  2 6  3  2  2  1  11 5 4 1 1 2 1  1  44  15
水 田 2 2002年 2  1  2  4 3  1 5 2  20  8
 
2001年 6 2 1 12  2  1  3 3 2 2 3 3  40  12
水 田 3 2002年 3 4  2  1 2 1  5 6 2 1 2 5  1  35  13
 
2001年 2 6 4  4  2  2  2 2  1 8 1 1 3 4  2  1 3  49  18
水 田 4 2002年 2  1  1 2  1 1 2 2 3 4 3  1 1  1  25  14
 
2001年 3 2 1  2  3 6  5 7 2  3  1  35  11
水 田 5 2002年 2  1  1  1 1 1 1 1  1  9  8
 
2001年 1  1  1  1  2  3 5 1  2  17  9
水 田 6 2002年 1  1  1
 
2001年 19 13 17 30 1 16  1 7 1 2 1 10 2 2 1 37 18 13 15 25 17 3 2 7 3 2 3  268  27
全 体
2002年 4 7 15 8 1 11 1  3  2 5 3  2 17 14 5 7 17 14 2 1 3  1  27  22
 


















































































































































2000年 3  8  71  19  3  7  96 105 145  41  149  9  1  657  13
水 田 1 2001年 24  23  11  31  7  8  96 142  26  4  84  456  11
 
2002年 28  65  5  16  1  66  61  23  69  334  12
 
2000年 1  38  9  6  14  60  11 228  18  6  77  1  462  12
水 田 2 2001年 7  5  7  67  11  48  2 141  15  15  63  1  382  12
 
2002年 2  9  5  16  1  11  77  10  8  17  156  10
 
2000年 15  4  15  2 192  28  14  253  7
水 田 3 2001年 3  7  3  14  1  17  82  7  77  4  13  14  6  1  1  251  15
 
2002年 12  1  6  11  15  3  68  6  27  12  161  10
 
2000年 1  14  57  11  19  92  34  53  6  64  351  9
水 田 4 2001年 5  24  6  11  62 167  52  7  1  335  9
 
2002年 30  24  6  24  70  77  70  2  15  318  9
 
2000年 1  3  4  2
水 田 6 2001年 1  10  1  22  43  6  83  6
 
2002年
2000年 4  23 181  39  9  44 264 152 618  93  20 290  10  1  3 1,751  15
全 体 2001年 32  61  25  63  75  98 394 203 261  23  28 163  29  43  1  7 1,505  16
 



























































守山 弘・飯島 博 (1989)人為環境下における生物相の安定性―都市化の各段階におけるトンボの種供給ポテン
シャル― 多摩川の流れ―本谷勲教授退官記念論集 :100-105,本谷勲退官記念事業実行委員会.
守山 弘・飯島 博・原田直国 (1990)トンボの移動距離をとおしてみた湿地生態系のありかた 人間と環境 15(3):
2-15.
吉田恵一・小池啓一 (2000)群馬県新里村のトンボ相.群馬大学教育学部紀要 自然科学編 48:75-98.
81群馬県新里村におけるトンボ相の成立要因

